
Editorial note
ダイヤモンドの原石は、初めは石ころ
でもダイヤモンド同士で磨き合うこと
であの輝きを放ちます。人も同じよう
にお互いに切磋琢磨することで輝きを増
すはずです。同じ学び舎にいてもまだ
まだ知らないことがたくさんある。自
分と違う魅力を持つ人の世界に目を向け
ることで、新たな一歩が踏み出せるか
も。次号も引き続きお楽しみに。(雨堤)
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大阪府立大学　ミチ・テイク

「Michi Take（ミチ・テイク）」は、「学生だから
こそ見える景色を伝えたい」、そして大学が
持つ大きな価値である「さまざまな知的な出
会い、さまざまな未知（michi）へのきっかけを
学内外に届けたい」と願う有志現役学生と、
府大広報課との連携によって創刊された新聞
広報紙です。学生がすべて取材・執筆を行い、
府大の魅力を学生視点でお届けしています。

学生から見た面白い授業や研究、ユニークな部活やサークル、
熱心に取り組んでる課外活動。
また学生の一日のスケジュールや生活など、
学生だから深く知っていることや見えるものがある。
受験生のみんなにとって、それはきっと身近で共感できる、リアルな大学の姿。
先輩として、ありのままの大学の姿、
そして今のうちに知っておいて欲しいことを受験生に伝えたい。
「未知」。私たちは知らないことの方が多い。可能性は無限大。
視野を広げて、大学というものを、そして世界を見てほしい。
自分の可能性を拡げ、開花させる。
あなたにとって、この広報紙がそんなキッカケとなりますように。

「Michi」 take!!

あなたの知らない世界を届けたい。

未知を知ることで、

あなたは満ちていく。

未だ知らない世界がきっとここに。

You can always take MICHI.

大学2年生の頃から、本当に自分がしたいことは何か
を考えるようになり、辿り着いた答えの一つが音楽で
した。 元々音楽鑑賞やライブに行くのが好きで、受験
など緊張した時はいつも大好きな音楽を聴いて気持ち
を落ち着かせていました。そうしているうちに、いつ
しか私も同じ境遇に立っている方の力に少しでもなれ
たらなと思うようになったのです。

来年3月に大学を卒業するというのもあって、自分が
何か府大に残せるものはないかな？と考えたからで
す。大学卒業は社会に出る節目となる出来事でもある
ので、人生においてかなり大きいイベントだと思って
います。その卒業にまつわるものを制作できることが
本当に幸せですし、多分私の人生の中で最大の卒業制
作になると思っています（笑）制作することが決まっ
たからには、素晴らしい作品を作りたいです！また、
この企画を成功させることで、挑戦することができれ
ば夢の可能性は無限大に広がることを証明して、1人
でも多くの学生が夢への一歩を踏み出す後押しができ
たらなと思います。

取材 合田 紗規

工学部応用化学科 4 年

奥嶋 駿介さん工学部応用化学科 4 年

奥嶋 駿介さん

という企画が、「後援会チャレンジくん」※で採択された奥嶋さん。
その彼の熱い思いを語ってもらいました！

2013年4月に小学校からの友Satoshi
と結成したユニット「DoubleS」として
活動を開始する。シンガーソングライ
ターとして自身で作詞作曲をしてお
り、結成からこれまでに、3曲の楽曲を
発表している。

奥嶋くんの活動が
気になったあなた！
是非彼のブログに
アクセスを！

今回撮影するPVのエキストラを募集します。 府大生、教職員、地域の
方どなたでもご参加頂けます！ 府大で撮影するミュージックビデオに
あなたも参加してみませんか？
日時：12月2日(月)12:00〜
参加ご希望の方は、件名に「エキストラ参加希望」、府大生の方は学
部学科(学域学類)、回生、名前を書いてメールで送ってください。
→opupvextra@gmail.com　　さあ、Let's entry！

http://ameblo.jp/oxyshun-greatovacation/

※平成25年度より始まった大阪府立大学後援会の新規事業です。

　 学生さんの“チャレンジしたいこと”を後援会が応援します。

大学生シンガーソングライター Shunsuke

エキストラ募集！

音楽活動を始めようと思ったきっかけは何ですか？

なぜ、府大でミュージックビデオを
撮ろうと思ったのですか？

M

ich
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akeメンバーが選ぶ
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のMICHI推し！

就 職 活 動 を 応 援！ 学生も参加できるんだ！

9月11日に、大阪府立大学全学同窓会組織「校友会」と経済

学部同窓会「陵友会」との共催で近鉄百貨店の飯田圭児社

長による講演会が行われました。

その講演会に現役生として参加し

た経済学部3年の薮内さんによる

レポートです！

取材レポ

取材 薮内 理恵菜
就職活動を終え来年から社会人として働く
皆さんの先輩にアドバイスを聞いてきました！

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

取材 雨堤 彩

化学業界

大阪府立大学で
ミュージックビデオの撮影をする！!

が ん ば れ 府 大 就 活 生 ！ O B の お 話 を 聞 こ う ！

近鉄百貨店社長　飯田 圭児さん
1971年、府大経済学部卒。同年近畿日本
鉄道株式会社に入社。近鉄百貨店に移
籍後、生駒店店長、執行役員等を経て、
2009年代表取締役に就任、現在に至る。

内定者インタビュー 同窓会取材レポート

い
っ
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い
質
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し
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し
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！

冨依 勇佑さん

大学院工学研究科

物質・化学系専攻

応用化学分野　修士2年
とみ    より　    ゆう    すけ

―就職活動はいつから準備を始め、どんな対策を行いましたか？

初めはドクターへ進学するか悩んでいました。しかし、就職活動も一度は経験してみよ

うと考え、11月中旬から企業分析などを始め、選考時期が他社よりも早い企業にES（エ

ントリーシート）を提出し練習しました。面接を受ける度に新たな自分を発見すること

も多く、がっちりと準備をし過ぎて堅くなるよりも、その場で質問に答えて自然体の自

分を表現するように心掛け、面接後の反省に重点を置きました。回数を重ねることでコ

ツを掴み、自然体でできるようになります。就職活動では個性が大切だと思うので、“就

活マシーン”には決してならないことです。

―ES作成の練習は具体的にどのように行いましたか？
研究室の先輩にESの添削をしてもらい、ズバズバと言われる指摘に泣きそうになりな

がらも練習を重ねました。就職活動を一年前に経験した先輩のアドバイスは的確です。

後輩に頼られて嫌な顔をする先輩はいないと思うので、皆さんも

不安なことは積極的に聞いた方がいいと思います。

―就職活動で工夫した点は？

文系出身の面接官にも研究内容を分かりやすく伝えられるように、

学科の違う友達と何度も面接の練習をしました。また、就職活動

中の移動時間を無駄にしないためにパソコンで ES を書いたり、語

彙力を高めるために疑問を感じたらすぐに電子辞書で調べました。

―これから就職活動を始める学生にメッセージを下さい！

面接の中で他の人の方がすごく良く見えることがあるかもしれま

せん。しかし、引けをとることなく自分に自信を持って就職活動を

頑張ってください！応援しています！

続きはWEBで！

メッセージを頂
きありがとうご
ざいました。
就職活動を乗り
越えた先輩から
のアドバイスは
心強いですね。
まだまだ伝えき
れないことが沢
山 あ り ま す。詳
しくWEBに載せ
ますので、ぜひそ
ちらも見てくだ
さい！

私は経済学部に所属し、主に

行動経済学を学んでいます。

行動経済学とは、経済学に心

理学の知見を取り入れた学問

です。ゼミでは、あべのハルカスの経営戦略、

特に非物販スペースについて研究をしていま

す。あべのハルカスの特徴は、非物販スペース

が全体の25%を占めていることです。利益が

出る物販スペースを減らしてまでそれを増や

す理由は、「お客様に長時間滞在してもらうこ

とが利益に繋がる」という行動経済学の理論

に基づいています。そんな時、学内でポスター

を見て、運よくこの講演会に参加する事がで

きました。

飯田社長は府大経済学部ご卒業ということ

で、私の直系の先輩です。

ハルカスに入るメンズエステを「早速体験し

た」というユニークな社長から、日本一滞在時

間の長い百貨店をつくる具体的戦略や、「休日

は『ハルカスに行けば何でもできる』と言って

もらいたい」という想

いも直接伺う事ができ

ました。

(特に串カツや大阪寿司

など、大阪のうまいもん

を集めた「大坂通」フロア

には、すぐにでも行きた

くなりました。笑)

ゼミの課題である「利益のでない非物販ス

ペースを、多く取り入れたのはなぜか」という

質問にも、「買う目的がなくても『来たい』と思

える場所にしたい。モノを売る／買うだけの

百貨店ではなく、モノ・コト・ヒトの三つで成

り立つ百貨店を目指したいのです。」と自らの

言葉でお答えくださり、より深くあべのハル

カスと行動経済学の関連を学ぶことができま

した。他の百貨店もなし得ない、新しくて大き

なプロジェクトを率先して行った近鉄百貨店

は、勢いのある魅力的な企業だと改めて思い

ます。

また参加されていた多くの府大卒業生の方々

と、仕事や社会、就職活動、老後の過ごし方ま

で幅広くお話しすることができました。

今までこういう機会はなかったのですが、人

生の先輩である皆さんからたくさんの刺激を

受けて、就職活動への気合いも入りました。

今回参加した学生は私を含め5人と少なく、大

変緊張しましたが、普段関わることのできな

いような方々との出

会 い は 貴 重 で、最 後

には楽しかったとい

う 気 持 ち も 芽 生 え、

とても充実した一日

になりました。

話題の「あべのハルカス」！ 先輩・近鉄百貨店飯田社長から生の声を聞いて

きっかけは
学内のポスターから

得たものは、
学びと先輩とのつながり

飯田社長と現役生参加者

【発行・お問い合わせ先】
公立大学法人大阪府立大学　広報渉外部広報課
〒599-8531 大阪府堺市中区学園町１番１号
TEL. 072-254-9103（ダイヤルイン）
Mail. koho@osakafu-u.ac.jp
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あなたの知らない世界を

届けたい。

未知を知ることで、

あなたは満ちていく。

未だ知らない世界がきっとここに。

You can always take MICHI.

未知を知って「満ちていく」あなたの世界

未知を知って「満ちていく」あなたの世界




